
ミカエリソウ（シソ科）

　福井県以西の山地の木陰に群生する半低木。高さ50～100㌢、上
部の枝や葉裏には毛が密生する。葉は楕円形で、長さ10～20㌢、
幅６～12㌢と大きく、縁には鋸歯がある。秋、茎の先に細長い花
穂を出し、淡紅色の唇形花をたくさん付ける。花は、上唇が浅く２
裂、下唇は３裂する。
　名前の由来は「見返り草」で人が振り返って見るほど美しい花を
付けるというのだが…？
　秋、青葉山を今

いまでら
寺（高浜町）から登ると杉林の下一面に咲いている。

【協力】 瓜生勝朗／市文化財保護委員（植物分野）
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認
知
症
介
護
は
一
人
じ
ゃ
な
い
。

人生大変なことやつらいことは避けては通れ

ません。そんな時、家族や友人に愚痴をこぼし

ていると「仕方ないけど頑張ろう」と楽になっ

た経験はありませんか？

認知症介護だってそれは同じ。ある日突然

介護が始まる人。もう何年も介護を続けている

人。一人で介護を頑張っている人。家族の数だ

け、介護のかたちはさまざま。慣れない介護で

戸惑い悩んだり、中には誤った介護をしていた

なんてことも。でも、何より大切なのは、認知

症の人も介護をしている家族もお互い心穏やか

に安心して暮らしていけること。困ることは困

る。つらいことはつらい。打ち明けることで楽

になって踏み出せる一歩があります。自分の経

験が、誰かの悩みを解決するかもしれません。

65 歳以上の４人に１人が認知症かその疑い

があると言われる現代、認知症介護は「孤独な

戦い」なんかではありません。

市では、介護者への配慮を呼びかける「介護マー

ク」普及に取り組んでいます。介護中に多目的トイ

レに付き添ったり、男性介護者が女性用の下着を

購入するなど、介護の際に誤解や偏見を持たれる

恐れのあるケースがあります。

介護者にとって介護しやすくなるための「介護

マーク」を静岡県が作成。厚生労働省が全国への普

及を呼びかけています。市でも、首から下げられる

介護マークを高齢者支援課で配布中。必要な場合

は同課にお問い合わせ

ください。

【問い合わせ先】高齢者

支援課（☎ 66・1018）

介護者は１日中悩みを抱え、誰にも相談できず過ごしています。

つどいに参加するには勇気がいることですが、そんな人にぜひ来てほ

しいと思います。話を聞くことで、気持ちの整理ができたり、認知症

の人との関わり方が変わることで、少しでも楽になってほしい。肩の

荷を下ろしてほしいと思っています。認知症介護家族のつどいでは、

自身の経験が参考になればと、すでに介護を終わられた人も参加し、

介護中の参加者にアドバイスをしてもらうこともあります。介護者同

士がともに支えあう姿を見ると私たちもほっとします。

▶詳しくは、認知症を抱える家族を援助する会（☎ 63・2086）へ。

市では、毎月第 3 金曜日に「認知症介護家

族のつどい」を実施しています。認知症の人を

介護をしている家族が悩みを話したり、アドバ

イスをもらったり、励まし合いながら介護と向

き合っています。介護初心者の人から介護を卒

業した家族までさまざまな人が参加し、介護の

コツや気の持ち方などを「認知症を抱える家族

を援助する会」に教わったり認知症に関する勉

強会も実施しています。

※毎月 26㌻以降の「お知らせ」で日時を紹介

【問い合わせ先】高齢者支援課（☎ 66・1018）

認知症介護家族のつどい

介護をしている同世
代の人と出会い、気
持ちが楽になった。

たまには
愚痴も

　言いな
がら

介護マークを配布中

他の介護している家族
の話しを聞いて、対応
方法が勉強になった。

以前は介護中に怒ってしま
うこともあったがつどいに
参加するようになって自分
が我慢できるようになった。

▲代表の隅垣道子さん（左）とメンバーの皆さん

若手介護者の会「えくぼ」は、同じように悩

み、同じように頑張っている若年介護者がやす

らぎ苑丸山の家の認知症カフェ職員の協力を得

て発足しました。

子育てと介護の両立に悩んでいる人がひとり

で悩まずすっきりできるよう皆でおしゃべりす

る「えくぼの会」を毎月第４水曜日の 10 時～

12 時にやすらぎ苑丸山の家で開催しています。

【問い合わせ先】高齢者支援課（☎ 66・1018）

若手介護者の会  えくぼ

▲介護マーク
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日
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
進
め
た
の
は

男
女
各
20
人
。
女
性
の
合
格
予
定
者
は

１
人
と
い
う
難
関
を
、
何
と
か
合
格
を

つ
か
み
取
り
、
舞
台
に
立
つ
と
い
う
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
が
叶
っ
た
と
い

う
。「

こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
、
家
族
を

は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
助
け
て
も

ら
い
、
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
ド
イ
ツ
で
は
レ
ッ
ス
ン
や
語
学

の
勉
強
と
大
忙
し
な
の
で
、
日
本
を
離

れ
た
寂
し
さ
を
感
じ
る
時
間
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
ふ
る
さ
と
舞
鶴
に
帰

省
し
た
と
き
は
心
が
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

特
に
五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
か
ら
の
ぞ
む

山
や
海
な
ど
自
然
に
囲
ま
れ
た
素
敵
な

舞
鶴
の
景
色
を
眺
め
る
と
、
心
の
中
が

「
無
」
に
な
る
ほ
ど
引
き
込
ま
れ
る
美

し
さ
を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
は
外

で
よ
く
遊
び
、
自
然
と
の
距
離
を
す
ご

く
近
く
に
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
９
月
か
ら
ド
イ
ツ
南
東
部
の

バ
イ
エ
ル
ン
州
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
で

プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る

奥
西
さ
ん
。

３
歳
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
は

じ
め
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
は
地
元

舞
鶴
の
学
校
に
通
い
な
が
ら
バ
レ
エ
を

習
っ
て
い
た
。
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
の
恩

師
に
勧
め
ら
れ
た
大
学
に
進
学
し
、
転

機
が
訪
れ
た
の
は
３
回
生
の
時
だ
と

い
う
。
現
在
所
属
す
る
「Theater 

R
egensburg Tanz

（
シ
ア
タ
ー
・

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
・
タ
ン
ツ
）」
の

日
本
人
芸
術
監
督
が
神
戸
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
そ
れ
に
参
加
。
大

学
入
学
前
は
、「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・

ダ
ン
ス
」
と
い
う
現
代
的
な
舞
踊
に
は

全
く
踏
み
込
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の

だ
が
、
監
督
の
魅
力
・
世
界
観
に
魅
か

れ
、
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
る
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
受
け
た
。
6
0
0
人
以
上

の
応
募
者
か
ら
書
類
審
査
を
通
過
し
当

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
踊
る
こ
と

が
大
好
き
で
、
約
20
年
間
踊
り
続
け
て

き
ま
し
た
。
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
苦
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
、
つ

ら
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
経
験
し
ま
し
た

が
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
経
験
が
私
を

強
く
、ま
た
大
き
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
「
継
続
」
す
る
こ

と
で
気
付
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
舞
鶴
の
若
い
世
代

の
皆
さ
ん
に
は
、
た
と
え
困
難
な
こ
と

で
あ
っ
て
も
果
敢
に
挑
戦
し
自
分
の
限

界
ま
で
続
け
て
行
け
ば
、
必
ず
道
は
開

け
る
と
信
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と

充
実
し
た
表
情
を
浮
か
べ
る
。

「
現
在
は
、
言
葉
の
壁
は
あ
る
も
の

の
毎
日
が
刺
激
的
で
す
。
徐
々
に
今
の

暮
ら
し
に
も
慣
れ
て
来
た
の
で
、
ま
ず

は
10
月
末
か
ら
始
ま
る
主
役
の
舞
台
に

向
け
て
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
次
の
挑
戦

へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

単身でドイツに渡りプロダンサーとして活動する奥西さん。ダンサーの中では決し
て身体は大きいほうではありませんが、小さな身体で表現されるダンスと笑顔がとて
も魅力的で来シーズンの主役が決まっています。今回は、そんな「世界で活躍するまい
づる人」をご紹介します。

世界で活躍するまいづる人

プロダンサー

奥西 れい さん
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▲ソロで踊る様子

▲作品名「Shakespeare Dreams」

特別編

▲劇場前にある噴水にて
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